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理解促進記事 5 本 
（技術＆事業インキュベーション・フォーラム掲載版 

及び NikkeiBPnet で取り上げられた版） 
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新聞等掲載一覧 



事業者 新聞・専門誌、TV等掲載先

大阪大学 伊東　正浩 化学工業日報

東京工業大学 沖野　晃俊 化学工業日報、電波新聞、日経産業新聞

秋田県立大学 熊谷　誠治 電気新聞、環境新聞、秋田さきがけ新聞、日本農業新聞

＜TV等＞ABS秋田放送AMラジオ番組のあさ採りワイド秋田便に出演、
【予定】ABS秋田放送NEWSリアルタイムあきたで研究が紹介予定（11月
中）

大阪府立大学 荻野　博康 科学新聞

京都大学 後藤　淳 化学工業日報

山形大学 鹿野　一郎 電波新聞、日経産業新聞（東京版）、日経産業新聞（大阪版）

産総研 和泉　博 化学工業日報、NIKKEI NET いきいき健康、日経プレスリリース、
YOMIURI ONLINE（読売新聞） 企業ナビニュースリリース、つくばサイエン
スニュース、バイテクコミュニケーションハウス ホットニュース（新着情
報）、J-Net21 支援情報ヘッドライン、BTJアカデミック、PRTIMESプレスリ
リース、exciteニュース、livedoorニュース、はてなブックマーク、とれまが
ニュース、COBSONLINE COBS新商品・新サービス更新情報、プレスリ
リースチャンネル via mediajam.info、医薬業界就職情報 行政や会社の
ニュース、ふぁるま通信

東京大学 森田　剛 化学工業日報、日経産業新聞

旭川医科大学 水上　裕輔 日経メディカルオンライン記事

岡山大学 紀和　利彦 Tech-On！記事、読売オンライン、Biotechnology Japan、Livedoorニュー
ス

長浜バイオ大学 長谷川　慎 日経メディカルオンライン記事、日経産業新聞、メディカル＆テストジャー
ナル、【予】共同通信社、【予】中日新聞

＜TV等＞【予】NHK「サイエンスZERO」

岡山大学 押木　俊之 化学工業日報(1面)、朝日新聞(岡山県版)、岡山日日新聞、山陽新聞(予
定)、Web多数

＜TV等＞【予定】山陽放送、【予定】岡山放送

九州大学 興　雄司 【予定】セミコンポータル-EmergingTech from Japan、【予定】産業タイムズ
社
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事業者フィードバック用 
アンケート用紙 



共同研究・意見交換先候補との連携促進に関する効果についてお聞きします。

Q1 今回の広報支援でプレスリリースを作成された方にお聞きします。
□新聞、専門誌等に掲載されなかった
□新聞、専門誌等に掲載された
　（　　　　）件
【掲載された新聞誌・専門誌等を全て記入下さい】

Q2 TV報道等（取材を受けたのみのものも含む）について
□TV報道等（取材のみを含む）に取り上げられなかった
□TV報道等（取材のみを含む）に取り上げられた
　（　　　　）件
【取り上げられたTV番組等を全て記入下さい】

Q3 今回の広報支援により問合わせにつながりましたか
□つながった
　（　　　　）件　：　電話、Mail、FAX等からの問合わせ件数合計
　（　　　　）件　：　オリンエンテーションのアドバイザーを通じた紹介件数合計
　（　　　　）件　：　掲載記事に設定したダウンロード資料のダウンロードされた件数合計
□つながらなかった

Q4 Q3で「つながった」と回答した方にお尋ねします。問合わせの内容については
□希望していたところからの問合せがあった
　□内、新しい分野（あるいは同分野の他用途）からの問合わせがあった
　□内、現行分野からの問合わせがあった
□興味の対象となる問合わせはなかった
□その他
【意見・感想】

Q5 Q4で「希望していたところからの問合わせがあった」と回答した方にお尋ねします。
問合わせがあったところとの連携については、現在、
□再度コンタクトするかどうか検討中
□詳細技術把握・意見交換等の打ち合わせ依頼が有った／行っている
□共同研究等（秘密保持契約、特許の実施許諾契約、サンプル提供の実施等を含む）契約に向けて
   具体的な交渉を実施中
□その他
【進展状況】具体的な業種名あるいは企業名と進展状況について記述ください。オリエンテーションのアド
バイザーからの紹介の場合にはその旨を記述下さい。

NEDO広報支援に関するアンケート調査
大学名：
氏　名：

《記載の仕方》当てはまると思う項目の”□”を”■”に記載下さい。枠内には御意見・感想がありましたら記載下さい。



個別の広報ニーズに関する効果についてお聞きします。

Q6 今回の広報支援を通じて、広報課題について
　 □明確になった

□客観的に再確認できた
□優先順位付けが明確になった
□これまでの認識に大きな変化はなかった
【意見・感想】

Q7 今回の広報支援で実施した施策は、広報課題に対して
□非常に効果的だった
□効果的であった
□あまり効果的でなかった
□効果的でなかった
【意見・感想】

Q8 今回のアドバイザー企業との対話・フィードバックを通じて得られた効果については
□非常に効果的だった
□効果的であった
□あまり効果的でなかった
□効果的でなかった
【意見・感想】

Q9 今回の情報発信（プレスリリース、テクニカルノート）を通じて得られた成果については
□非常に満足している
□満足している
□あまり満足していない
□満足していない
【意見・感想】

今回の支援全般についてお聞きします。

Q10 今回の広報支援を受けて、広報についての理解や意識は
□とても向上した
□向上した
□あまり向上しなかった
□向上しなかった
【意見・感想】

Q11 アドバイザーからのフィードバックや情報発信による市場からの反応を通じて、
新しい分野（あるいは同分野の他用途）への応用展開の可能性は高まりましたか？
□応用展開の可能性が高まったと思う
□応用展開へのキッカケになりそう
□変わらない
□その他
【意見・感想】



Q12 新しい分野（あるいは同分野の他用途）への応用展開の今後について（今回狙った新しい分野以外も含めて）
□今後、新しい分野（あるいは同分野の他用途）への応用展開を行っていきたい
□今後、新しい分野（あるいは同分野の他用途）への応用展開を検討していきたい
□新しい分野（あるいは同分野の他用途）への応用展開は考えていない
□その他
【意見・感想】

Q13 今回の広報支援の経験をふまえて、今後の活動に活したいと思うことはありますか（複数回答可）
□今回の支援で作成したコンテンツや記事などを、紹介資料として活用したい
□今回学んだ手法を使用して、自分で広報コンテンツを作成してみたい
□研究室のWEBなどで、積極的な情報発信をしてみたい
□問合わせがあったところと継続的なコミュニケーションをとっていきたい
□新しい業界についての積極的な情報収集を行ないたい
□その他
【意見・感想】

Q14 来年度に今回の広報支援の参加機会があるとしたら、広報支援に
□参加したい
□参加するかどうかわからない
□その他
【意見・感想】

Q15 本年6月～7月に実施した異分野適用オリエンテーションについてお聞きします。
来年度に今回の異分野適用オリエンテーションが実施されるとしたら、異分野適用オリエンテーションに
□参加したい
□参加するかどうかわからない
□その他
【参加を希望する分野あるいは興味のある分野を記述下さい（複数可）】

Q16 最後に、今回の広報支援全般に対する感想などをお聞かせ下さい
【意見・感想】

ご協力有難うございました
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イノベーションジャパン講演資料 



NEDO総合技術開発機構　産業技術助成事業における
研究成果の異分野適用可能性等に関する調査

中間報告　
イノベーション・ジャパン講演資料

2008年9月18日
（株）テクノアソシエーツ



支援の狙い

NEDO「産業技術助成事業における研究成果の異分野適用可能性等に関する調査」公募仕様書から

「大学・研究機関の研究者が自身の研究成果の適用分野の可能性を調査すること」の意義・背景

産業技術助成事業は、産業技術力強化の観点から、大学・研究機関等の若手研究者（以下、助成研究者
とする。）が取り組む産業応用を意図した研究開発を助成することにより、産業界及び社会のニーズに応える
産業技術シーズの発掘・育成や産業技術研究人材の育成を主たる目的としており、その事業評価にあたっ
ては、産業応用進捗や応用可能性を重視している。

過去の助成研究者成果に関する追跡調査の結果、助成研究者の成果（知的財産）が単一の産業界への
適用、実用化に留まらず、当初想定されていなかった分野、業界の他用途へ適用されることにより、より大き
な成果を生む可能性があることが明らかとなった。助成研究者の成果は幅広い用途に適用できる可能性が
あり、こうした可能性は研究途上において可能な限り探索し、各用途毎の要求等を視野に入れ、研究計画へ
反映することにより、より大きなイノベーションの核としていくことは極めて重要である。
しかしながら、助成研究者においては、先行している産業界、企業との提携を最優先し、当該業界、企業以
外での適用可能性の探索に対する取組みが弱い面がある。
そこで本事業においては、既に産業界との一定の連携を行っている助成研究者に対し、他用途への展開
に関する要望調査を実施した上、展開の可能性やその課題等を調査すると共に、潜在的な適用が見込まれ
る他業界・用途に関する探索活動を試行することで、効果的な探索手法に関する検討等を行い、助成研究者
の成果のさらなる産業応用を促進することを目的とする。

①　異分野適用可能性調査 ：　　研究成果の最大活用の可能性の追求の試み
②　用途探索の課題理解 ：　　研究計画への反映
③　イノベーションの核へ構築に向けた異分野適用探索の支援



産業技術助成事業者向けアンケート結果

支援の狙い



　具体的支援内容

具体的支援内容

STEP3　研究ロードマップの再検討

①　出口産業候補の再定義
②　研究目標設定の再検討

具体的支援内容

STEP1　出口産業候補選定

①　マクロ産業ニーズ分析
②　期待されるコア技術分析
③　特定出口産業向けの
　　　研究プロジェクト企画

STEP2　市場ニーズ調査

①　研究プロジェクト企画の
　　　市場ニーズ調査
②　共同研究パートナー企業･業界
　　　の探索

　具体的支援内容 具体的支援内容

オリエンテーションでの集合形式
「異業界・分野情報不足課題」への対応
・業界メディアによる業界技術トレンド講義
「業界技術ニーズ不足課題」への対応
・業界バリューチェーン企業からの異分野技術
　ニーズ説明
・特定技術シーズを元にした業界有識者によ
　る公開討論

オリエンテーションでの個別形式
「技術ニーズ不足」「人脈不足」対応
・業界企業との個別ディスカッション
「どの分野から攻めるべきかの判断」
・テクノアソシエーツのコンサルテーション

・テクノアソシエーツによる市場告知支援
　アドバイザーとの個別協業協議

「人脈不足課題」への対応

・市場告知からの「引合獲得」支援

個別形式

「どの分野から攻めるべきかの判断」
・市場ニーズ調査結果のレビュー
　とコンサルテーション

個別形式

「具体的な提案機会不足」への対応



具体的支援内容

　オリエンテーション実施内容

医療機器分野

自身の技術の本分野での適用可能性を知りたい事業者を対象。研究開発ロードマップ
策定時のマーケティング活動についての座学や、医療機器業界のトレンドに関する座学
を経た上で、本業界バリューチェーン上の複数の企業や団体で外部技術の探索を主業
務としている企業人（アドバイザー）との１対１形式の面談を実施。加えて、公開型グ
ループディスカッションのテーマ数を増やし、事業者発言機会を設けたり、或いは事業者
やアドバイザーの自己紹介機会や懇親会を設定。多角的なコミュニケーションを誘発さ

せることで、本業界に関する理解増進と同時に、

7月30日
NEDO川崎
14名

内容 NEDOからの概要説明
内容 研究開発ロードマップ策定時における本支援の位置づけと、支援内容説明
内容 日本の医療と医療機器の動向

11:50～12：10 内容 テクノアソシエーツ社担当コンサルタント自己紹介及び事業者との簡易面談
13：10～13：30 内容 研究者自己紹介
13:30～14：00 内容 企業アドバイザー自己紹介

内容 業界向け提案

詳細

アドバイザーと、事業者間の個別面談。各回30分。①（研究成果の優位性等が）伝わっ
たか、②業界課題や提案先設定等が適切か、③その他事業者質問への回答という3つ
の視点を中心にアドバイスを実施。並行して、テクノアソシエーツ社コンサルタントが、①
出口産業の選定に関するコンサルテーション、②マーケティング目的の整理、③後続支

援内容の打ち合わせを実施。
提案事業者 全14名
内容 グループディスカッション

詳細
事業者の有望シーズ1テーマをモチーフに、全アドバイザー企業が期待用途や、関心や

課題等に付いてコメント。全事業者参加型。

16:40～17:30

場所
参加事業者

スケジュー
ル

10:00～10：10

10:10～11:20 

11:20～11：50

14:00～16:30

分野

趣意

開催日

「電子部品・半導体」分野、「建設環境･エネルギー」分野、「医療機器」分野の３分野で実施



オリエンテーションに業界アドバイザー参集：　同一業界のバリューチェーン上の異なった企業

研究者が業界各段階企業と討議することで
・「技術の見え方･期待」、「ニーズの強弱」、「想定用途」等に関して、「共通部分」と「個別部分」を実感。
・業界適用に向けて、「誰を味方に付けて」、「誰と」「何から始めるか」の戦略を一緒に検討。

例：建設環境･エネルギー業界のバリューチェーン例

　　　技術
テーマ･ニーズ

エンジニアリング
会社

生産設備メーカー

設備サブコン

機器メーカー

設備機器･部材

環境改善

土壌浄化
水質浄化
焼却

廃棄物回収

ユーティリティ
事業者ゼネコン

低CO2
省エネルギー
インフラ

解体・破砕技術

新材料

シミュレーション
技術

新エネルギー
製造技術

新製造プロセス
技術

検査技術

　　　

　企業・工場

自治体・政府

施工

　　商社

コンサルタント

新エネルギー活用

バイオマス
・・

　　メディア

　　　大学・

公的研究機関

保守・メンテナンス
会社

保守管理 検査･計画･評価

事業主

インフルエンサー・ステークホルダー

　シンクタンク 業界コンソーシアム

建築
設計会社

土木設計
会社

設計



具体的支援内容

　オリエンテーション実施内容



研究者へのフィードバック

次の一手に関して、個々の研究者毎に提案



　産業界（アドバイザー）からのフィードバック



　試行改善

オリエンテーション試行を1回ごとに改善。
研究者の「異分野探索活動」への貢献度が都度向上。

オリエンテーションが参考になったか

0%
20%
40%
60%
80%
100%
電
子
部
品
・
半

導
体

建
設
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー

医
療
機
器

全く参考にならなかっ
た

あまり参考にならな
かった

参考になった

大変参考になった

産学連携がどのようなものであるか、理解するうえでの参考になりました。
企業の方の視点をじかに感じることができたことは、非常に大きかったです。
また、学術的な点についてもご意見を頂くことができて、有意義な機会を得ました。
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　（第3回目　参加事業者）



後続支援へ

オリエンテーションした業界向けを中心に後続の調
査

26

オリエンテーションした業界の調査は終了するが、
他業界に対して、後続調査

2

オリエンテーションした業界の調査は継続するが、
後続支援は見送り（*研究進捗、提携先との関
係・・）

15

オリエンテーションした業界の調査を終了する。
後続支援は見送り（他の用途開拓を優先する）

3

計 46

後続する異分野適用調査への進展



後続支援：コミュニケーション･マテリアル作成

■ プレスリリース ■提案書

特定企業群向けの具体的な提案書
研究成果の特徴を明確に伝え、企業との連携を生み出す事が目的。

オープン・クローズド・コンフィデンシャル

業界向け広報媒体を通して、保有技術・成果を伝えることで、
企業からの理解や信頼を獲得し、企業における産学連携の興味を喚起。

新規事項（NEWS)を主文に記載。パブリック



後続支援：コミュニケーションマテリアル告知　（掲載・アーカイブ）

「技術＆事業インキュベーション･フォーラム」

http://sangyo.jp/incubation/

●テクノアソシエーツの管理・運営する技術シーズや事業シーズに関
するポータルサイト

●主要読者層：企業の技術管理・事業開発部門・産学連携関連
部署等

●日経BPWebメディアと連携



後続支援：市場調査支援　（マッチング）

関心の高い読者（＊）の属性を、

「事業者からの直接連絡」に関するPermissionを得て

事業者にFEEDBACK。

（＊）

関連資料をダウンロードする（関心）

必要要件：

公開可能な技術などの詳細資料（PDF数枚程度）

氏名

会社名

部署

連絡先

（TEL、MAIL)



異分野適用可能性調査　中間報告

□　「異分野での可能性を調査することは、助成技術を大きなイノベーションの核にする為の取組」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　「異分野間の連携促進は、産（企業）・学（助成事業者）各々にとってニーズが高い」

□　「ソフト的支援手法は改善を継続」


	無題



